
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

ア メ リカに おける一 般教育の 構造
一
幅広 さ と一 貫性 の パ ラ ドッ クス

ー

吉 田 　文 （メディ ア教育開発セ ンタ
ー
）

1， 問題の設定

　本発表は、ア メ リカ の高等教育機関 における一般教育 カ

リキュ ラム構造とそ の内在的な問題点を、大学 の組織と関

らせ て 明 らか にする こ とを目的とする 。 4年制高等教育機

関 の 多くは学士課程に
一
般教育を置い て い る が、それは最

も問題 を は らんだ部分 と して、繰り返し議論 され改革 の 対

象とされて きた。

　さまざまな学 問分野を幅広く学習す る こ とを 目的とす

る一般教育が、そ の 幅広 さ の ために、一
貫性を欠き、一

般

教育総体と して の意味 が 不明確に なる と い うこ とに問題

は収斂す る の だが、この幅広 さ と一
貫性 の 関係は、時代 に

よっ て そ の ニ ュ ア ン ス を変えてきてる 。

　様々 な学問分野を学ぶ ことが高等教育 を受けた教養入

の 証とい う意味で の幅広さ に は 、 大きな変化は ない 。 しか

し、一貫性を高める とい っ たとき、教養人 と して 共通 の 知

識を身につ け る ことが重要だ と して，全員が必修する教科

目 の 増加を意図す る方向か ら、次第に、個人 が 系統だ っ て

学習する こと を重視する方向へ とシフ トして いる。

　とはい え、常に、幅広 さ と一貫性 との 関係 で 議論され る

ことの背後に は、カ リキ ュ ラム編制を こ えたとこ ろ に、す

なわち、大学 の組織 構造 に、内在 す る 問題 をみい だす こ と

が できる のではな い だ ろ うか。こ こで は、そ うした仮説 に

た っ て 、第1 に、近年 の ア メ リカ に お ける一
般教育カリキ

ュ ラム に関する改革動向とそ の背景を概観 し、第 2 に、ケ

ー
ス ・ス タデ ィ に も とづき、まず、一般教育が、どの程度 、

幅広くな っ て い る のか を示す。 第 3に 、 教員 の所属組織で

あるデパートメ ン トに着目 し、教科目提供の 仕組 み を明ら

か にす る 。 第 4 に、一般教育 の 担当組織 の 責任 の 問題につ

い て 指摘する。

2．一般教育力リキ ュ ラ ム の改革動向

　アメリカで は、1980 年代に 4 年制高等教育機関の約

75 ％が、一
般教育カ リキ ュ ラムの 改革を実施 した （ACE 、

工988）。そ の 動き は、90 年代に入 っ て も続 い て お り、一

般教育 に対 す る 高等 教育機関 の 関心 は依然 として 高 い

（ACE 、1992）。

　具体的 には、学士課程教育 に おい て
一

般教育を強化する

方向ですすめられ ており、 それを卒業単位数に占める
一

般

教育 の 比 率 の 推移 で み る と、1974 年 33．5％、1988 年

37．9％、1991年 39．5％ と、必修 の 比率は増加傾向に ある

（吉田、1998） 。

また、一般教育カリキュ ラム に一
貫性を高める こ とを改革

の柱とした機関は 76％に上 る （ACE 、1996） 。

　カリキ ュ ラム に
一

貫性 をもたせ る こ とが重視さ れる よ

うにな っ た背景に は、一
貫性を欠い た学習が、教育効果を

高め な い とい うこ とが確認 され 、そ れ に対する 警鐘が 発せ

られるようにな っ た ことがある （Carnegie　Foundation：

1977、　NIE ： 1984、　AAC ； 1985）　。

3．学士課程力 リキュ ラ ム の 構造一配分必修制 の 問題 一

　 学士課程カリキ ュ ラム の多くは、一般教育、専攻 （メイ

ジ ャ
ー

）、自由選択 の 3 つ の 要 素か ら構成 され、そ れ ぞれ

約 3分の 1を占めるが、近年、一般教育の比率が 40％ に上

、昇 して い る 。何 らか の
一

般教育をもつ 機関は 95％、ほぼす

べ て の機関が各種の学問領域 の 履修を義務づけて い る こ

とがわか る （ACE 、1992）。

　
一

般教育の典型的な形態で ある配分必修制は、平均して

作文 2 科目、数学 1科目、人文科学 4科目、芸術1科目、

自然科学 2 科目、社会科学 3科目で編成さ れて い る （Gaff

1991）。こ れが、なぜ一貫性を欠くと問題に なる か と いえ

ば、各カテゴリ
ーに おける 選択肢 の 多さによるの で あり、

たとえば、ある巨大公立研究大学で は、7 科目の 必修に対

して、選択肢は 3700科 目に もの ぼっ て い る （吉 田、1998＞

これは 決 して極端な例で はなく、通常、卒業要件で あ る

35−・45科 目 に対 して、3000〜 5000 科 目 の 選択肢が ある と

さえい われて いる （Ratcliff、1997）。

　 こ うした状況 の 打開策と して、全員必修の コ ア ・コー
ス

　（76 ％）、フ レ ッ シ ュ マ ン ・セ ミナ
ー

（41％〉、上級学

年で の
一般教育必修 （52％）、キ ャ ッ プス トン ・コース

　（33％〉な どを設ける機関もそれなりにあるが、それらが

画 期的な試み と い う わ け で は な い （ACE 、1992）。

　 こうして み る と、配分必修制と は一貫性とい う点で 問題

を生 じや す い に もか かわらず、学内的 に は最 も コ ンフ リク

トを引き起こさな いや りかたなの かもしれない。
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4，教科 目開設 の 仕 組 み 一デパ ートメ ン ト支 配の 問 題一

　一般教育の教科目が開講 され る仕組み を高等教育機 関

の組織構造か らみ よ う。ア メリカの 4 年制高等教育機関は、

通常、カ レ ッ ジ な い し ス ク
ー

ル とい う組織に分化して お り、

さ らに それ らは、い くつ か のデパ
ー

トメン トに 分化 してい

る。デパートメ ン トとは学問領域を同 じくす る教員の所属

組織であり、1つ の デパ
ー

トメ ン トは、平均して フルタイ

ム の教員が 12 人、非常勤や客員 を い れ て 18人 の 教員で 構

成 され て い る （NCES 、1990） 。 このデパートメ ン トは、

学士課程の 専攻 （メイジ ャ
ー）の 教育 を担 当す る 組織で あ

り、通常は 1、大きなデパ
ー

トメントで は 2〜3の専攻をも

っ こ と も ある。こ の 専攻 に もと つい て学士号は発行され る 。

さ らに、デパ
ー

トメ ン トは大学院教育も担当する。すなわ

ち、これは、大学 にお ける 専門教育 の 実施主体で あ り、そ

の 専門分野の 初歩か ら大学院レベ ルまで 、すべ て の教科 目

を提供す る 組織 な の で ある。

　学生は、各デパ ートメン トが学士課程用 に 開講 して い る

科目か ら、 比較的 に初歩的な レベ ルの 教科を履修して
一

般

教育の 必修要件を満た して い く の で ある。

　 1 っ のデパー
トメン トが開講す る 教科目数 につ い ての概

数を計算して みると 、 フルタイム教員は年間平均 して 7 科

目を担当 して お り （ACE 、1992）、12 人 の フルタイム 教

員で 84 科 目が開講され る こ とにな る。そ の うち 3 分の 1

程度が初級 コ
ース の科目だとして 28 科目が、一般教育 と

して 履習可能な科 目と い うこ とになる a ある
一

つ の 専門分

野で さ え、こ れだけ の 選択肢が ある の だか ら、各デパ
ー

ト

メ ン トか らの 教科目があつ まれば、 そ れがい か に膨大に な

るかは い うまで もな い。

　 配分必修制の もとで、学生 にとっ て選択肢が多くなる の

は、こ う した仕組 み によるの で ある 。 さ らに、一般教育 と

い う点 か ら問題 に なる の は、こ れ らの 教科目は、すべ て 専

門教育 の観点か ら提供 され る の であっ て、一般教育 とい う

範疇 で、他 の デパ ートメ ン トの 開講科目との 関係を考慮 し

たもの で は全くない と い うこ とで ある。すなわち、一般教

育 における
一

貫性の 欠 如 の 問題は、教科目の 選択肢の 多さ

に加えて、教科 目間 の相互 の関連が考慮されない ままに提

供されて い る こ と に も あ る。

5，一般教育 の担当一責任不在 の 問題
一

　教員の 所属す るデパー
トメン トは専 門 教育 の 担当組織

で あるか ら、一般教育そ れ だけ を担当する 教員 は 存在 しな

い 。ただ し、一般教育 に対す る 日常的な監督、改革の 手続

きなどの ために委員会がおかれて い る場合 は多い 。

一般教

育カ リキュ ラム の責任を負う組織 に関す る調査 に よれば、

常任の カリキ ュ ラム委員会をおく機関が 47％、一般教育の

み の カリキ ュ ラム委員会を もつ 機関が 19％で あり、アメリ

カの 高等教育機関 の 3分 の 2 は、こうした委員会組織でも

っ て一般教育カ リキ ュ ラム の 問題 を担 当 して い る の で あ

る。さ らに これ らの委員会は、各デパー
トメン トの代表 と

して の 教員 と、管理 運営 の 立場 に あ る事務 局 長 、学事担 当

の 副学長、関係各部局長などとで構成 さ れ る場合が最も多

く 52°1。、 教員だけの場合が 27％ と な っ て い る （Kanter，

Gamson
，
　 and 　London、1997 ）。委員会の メンバ ーに、

管理運営の立場に ある者をい れて いることを特徴とする 。

　 しか し、こ う した委員会 は 形式的な責任部局で しかなく．

個々 の教科目の開設、そ の 内容な どの権限はすべ てデパ ー

トメ ン トに ある。こ れが、 「誰も、一般教育カ リキ ュ ラム

全体に対して 責任を負 い 、 また権限を行使しない こ とが 、

一般教育問題 の 本質で あ る 」　（Gaff、1983 ）とい わ れ る

ゆえんで ある。一
般教育につ い て 、 日常的に監督實任を負

う恒常的な組織や 人をも っ こ とは きわ め て 例 外で ある 。ち

なみ に、一般教育 のプロ グラム ・ダイ レ ク ターをおい てい

る機関は全体の 9％ にすぎな い 。

6，要約 ともう
一

つ の 問題

　要約すれば、デパー
トメ ン トが支配的、かつ 、一般教育

の責任が不在 とい う組織構造が、幅広さに
一

貫性を与 え る

とい う一般教育 の ミ ッ シ ョ ン の実現可能性 を阻んでい る

の だと い えよ う。

　とこ ろで、こ こまで の議論は、一貫性の 確保が困難な原

因を組織構造か ら明らか にす る ことに主眼をお い て きた

が、もう
一

つ の 目的である幅広い 学習にも支障が生じて い

る こ とを指摘 して お こ う，たとえば、1972 年か ら 1984

年 の 間の 学士号取得者に対する調査で は、一一般教育 に お い

て 外 国語 を履修しなか っ た者58％、英米文学未履習者 40％

歴 史未履修者 26 ％ とな っ て い る （Adelman 、1994 ）。 教

科目の 選択肢が多い うえに、学生 が何を学習 したらよ い の

かをア ドバイ スす る 住組みがなく、従来、基礎的な 共通 教

科 と みな され て きたもの す ら履習 しな い ままに卒業する

者が決して 少数ではない こ とが明らかにされたの で ある。

選択肢 における幅広さは、必ずしも学習における 幅広 さ を

保証す る もの で はな い とい う、も う一
つ の 問題が生じて い

る こ と も指摘 して お こ う。

（ケース ス タディ の分析結果、図表、参考文献等は当日資

料として 配布す る）
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